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幼児の言語発達に関する研究
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目 的

　先に、1幼児の言語発達を品詞の出現および、、その使用

状況、文の梅造などからみてきたが、今回は、幼児の言

語を機能的な面から分析して、冨ミ昌ニケーションの手

丑　方

11．対　象

　幼児の言語発達に関する研究一構文の発達一（研

究所紀要第4集〉と同じ資料を用いた。r　l　、

　すなわち、 愛育病院の保健指導部で継続指導中の子ど

もの中から｛1才、 1才．6か月“2才、2才6か月、3

才の幼児各20名を選定して研究対象としたσ子どもの選

定にあたっては㍉あらかじめカルテにより、未熟児や著

しい発達遅滞を伴なうと認められるもの、母親が家庭外

で職業に従察しているものを除外した。そして、各年令

段階とも男女各工0名ずつ、その内訳は一人っ子4名・兄

の・1名あるも．の3名、 姉の1名あるもゐ．3名と二した。た

だ賦・3才児は録音の不調その他の理由で考察の対象に

な りたものはi1名であるず～㌧1 ∴ら㌔
r．

　2．』 調査方法一 　瓶
1

ず

　対象児の家庭を個々に訪問し・家庭内の自由遊びの場

面で話されたことばをテ7ブ、レマ 「ダー琴よ り収鋒す為

方法を用いた。この場合、録音時間は15分に定め、あら

かじめ母親に対しては平常と変わらぬ態度で子どもに接

するように依螺幌た以外、録音特g遊びの内容、笏酉琴

参加する人などにつヤ’餌特暇定し勤？存・ 講者
姐訪間後20局30分ぐら螂、母親痂ら家族構成や子どもへ

の接し方など家庭の状況を聴取したり、子ど薔め遊びに

応 じたりするなどして、子どもとのラポ占トの成立につ

とめ、子どもが平常の状態になった時に録音を開始：し

た1．ま槌、記録者側がぢ子ど もへの積極的な働きかけは

ざ以 子どもからめ働きかけ壱とは自然に応ずる態度を保

つよ てづ努あだ。r｝　』r・』iド1三 ÷証1』て㌧言・＝［、ル瓦．．きr ジ’，き．・，

・」3■・壕整理方法’ ン・』 一・ブ・II
一1「ll

・r・・1 一F・・

段としての言語について、発達の実態をとらえるととも

に、子どもが対人関係の中で、ことばをいかに使用し、

習得していくか、その過程を探ろうとした。

法

　上記のような条件のもとで収録されたことぱをすべて

文字化し、そのうち子どもの発した有意味語だけをとり

あげ、文単位に区分しても次の諸点から分析した。

　エ）　聞きてが子ど もの篭とぱの意味を理解できる程度

により3項目に分類＝した。，

　a理解可能な言語
　開きてが、 そのごとばを発した場面や状況などを手が

かりに加えなくても有意味語と認めることができること

ぱであって、・成入語および一般に使用される幼児語が含

まれているき、

　b　理解不可能な言語固

　母親など｛・子 どもと密接な関係のある聞きてだけには

意味を理解できるが、一般的には意味を理解することが

困難なことばや～ト場面忌∵ 状況などから推測一して意味が理

解できるこ「とばであちて～J＝次のよう嶽ものが含まれてい

る。〆　1〔㌔』㌧「1・ら’r
』』

乙

イ）β南語的な竜め1㌔r…　 　　　　　　 　　こ

　1ロ）一単語め音のr部だけをいうもの

4ムン山般的で壕い擬声語1 ly
　

「淘島）一般的でない幼児語 （家庭語）

rホ）・構音能力が未発達のたあ著し1ぐ歪曲・された成人語

　 、および幼児語．』・’r 1』・「∵！ 』「ゴ 　　ニri．．　♂』

・c　」蔀理解町能な習語　♂・

ジa。1 4）組みあすだものを分類した己

「2ン』書語が対人関係凌お廓之、こ伝達の機能をもづか ど

うか乏し・・ろ点かち1 大き’ぐ三りに分類したぎ

　a弓相手に衷現も・伝達め意図を’もたない書語（無意図）

｛・反響語や独語》 感嘆語寅誘ラ』 ウ｛など）などことば
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目本総合愛育研兜所紀要

として投げかけられるが、相手に伝達しようとする意図

がなく、したがって、相手からの応答を期待しないこ．と

ばをこの中へ入れた。

　b　子ども側から相手に対し、新たに何かを表現・伝

達しようとする意図をも側言語（表現）

　子どもの側から能動的に話し始められたこ とばで、命

令、質問などのように相手に伝達しようとする意図があ

り、相手の応答を期待していることばを分類した。

　c　相手側からの話しかけに対し、何かを表現、伝達

しようとする意図をもつ言語（応待）

　相手側からの書語的働きかけに対して応ずることば

で、応答、口まね塗どを分類した。

　3）　2）の項目をさらに次のように小さ・く分類 した。

　a　反響謬

第5集

b　独語（集団的独語を含む〉

c 口まね、

d　呼びかけ

e　命名（指示）

　．題明

　　連想

　　主張

i　批評

　　命令・要求

　情緒的言語

　　質問

m　応答（相手からの質問に対する応答だけに限った）

n　その他

氏

9
h

∫

k
I

皿結

　1，　各年令段階の発達

　1〉　1才児 に

　周囲のおとなの話しかけをじっと聞いだり、おどなの

ことばの音をまねしたりする態度が現われ《いる。簡単

なことばの理解が可能になり、相手のこ とばに応じて、

’傍へ来たり、持っているものを手渡したり、 指示された

物の方をみた．りするなど、行動で反応を示すようになっ

て来ているる・しかし、子ども側に理解できる内容はきわ

めて限られており・・母親の働きかけに全く反応しなかっ

たり、まちがった反応をすることがかなり多い。したが

って、表情、身ぶりなど言語外の手段で補われたり、子

どもが反応を示すまで反覆して働きかけられたり、子ど

もの反応を支痔し穴り、訂正することにホり・かろうじ

で塾ミュニケートできる場面 もみられる。・

　こと曜の使用の面からみると・有意味語の発生をみな

い子どもが4名あったが、他は有意味謡が表われ始めて

いる。第1表に示したように、理解可能な言語が歎回使

用されている。その内容はワソワニく、ブーブ｝ママなど

の一般的な幼児語が大部分であり、、理解不可能な言語に

は、犬を“ウーッ”rやかん．を“アジュジ銑”など一般的

でない幼児語や、単語の中の一部の音だけ を発するも

の、哺罐に近いことばを周隅のおとなが意味をもったこ

とばとして取りあげているような場合が含 まれる。した

がって、親の側は；ζぱとして意味づけて》・．テどもに反

応を返して畳まやるが㌻子ども自身には こ≧ばの意味が理

解倦れてい惹かξザ排不明瞭なものもあ りゼ有意味語4

して位置づける礁は疑問のあるものも含まれている。；

　　　　　　　ずア 　てヨ
　このrように・有意味藷の出秘堀かにみられうがジこ

果

とばが伝達の機能をもって使用されることはきわめ．て少

ない。使用されたこ・とぱを機能別にみると、 第、2表に示

したように、おとなのことばの音を模倣する反響語が最

も多く、また、発声を楽しむような独語が多い。。

　一方、伝達の意図をもつことばは、．譜数にして1伴2

護程度ではあるが、一部の子どもに使用されており、1命

令、命名、呼びかけ、応答などの機能をもつことぱがあ

らわれている。しかし、ワンワソ、ブーブなど、一いずれ

も眼前にあるその対象を指示しながら、あるいは指示さ

れて、その名をくり返すという衷現形式をとり、 眼前に

対象がないと発語しにくい。また、一語文であるため、

聞きては子どもの示す音調・表惰・動作など・・言語外の．

伝達手段や、こ・とぱが発せられた場面の状況などを手が

かりに加えないとその意味を理解する；とがむずがし

いo

第1表　聞きての理解度からみた1才児のことば・

男 女

理解度 駿酬％叢使用一％・

理・解可能

理解不可駕

7．4　　87、1

1．L　　12．9

6．2　　96．9

O．2－　3。1

　2）　1才6ヵ）月児

　ずべての子ども郵ζとばの使用がみられる． 使用箒数

嫉増加して きて理解可能な言語がぷえているが、一方、

理解不可能な言語の割合も増加している。（第3表ン

　バスを“バ”電車を“チャ”などのホうに単語の初め
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第2衷　機能別にみた1才児のこと ば

伝達の機能

無意図

表現

応待

反響語

独　語

その他

呼びかけ

命　名

命　令

口まね

命　名

応　答

その他

男

平均使用『一
　　　　　％頻数

6，3　　　74．1

O，4　 　　　 4．7

L．8　　　2i．2

平均使用
頻数

％

・3．3　　　・38．8

』3．0　　　　　35．3

0，1 皇」2

0．3 3．5

O．4 4．7

夏．4 夏6．5

女

平均使用
頻数

％・麹便用 ％

2，9　　　　 45，3　・

4．3　　　67．2 L，3　　　20．3

0，皇 L，6

0．4． 6．3

1．3　　　20．3 O．3 4」7

0．6 9．4

Q．8　　　12．5

0，2　　　　3．皇

O，5　　　　7，8

0．i　　　　互．6

第3表　聞き《の理解度からみた1才6か月児のことば

i 男 女

理解度 腰使用％灘使用％
理解可能
理解不可能
一部理解可能

33．6　　　8互．0

6．8　　皇6．4

里．1　　2．7

48，8　　　88，2

5。8　　10，5

0．7　　1．3

の音や語尾だけをいうものや、音の省略、転化などが目

だち、ジゴー（すべり台）ポ》プ（．ドロップ）デソデソ

（電車）のように一般的には通用しにくい家庭語の使用

がみられる。

第4表に示したように、伝達の意図をもたない嘗語の

割合が減少し、対人関係の中．でこ とばが使用されてきて

いる。しかし、ことぱは出ていても、伝達の目的では便

用されていないものが1名あった。

第4表　機能別にみた1才6か月児のことば

伝達の機能

無意図．

表現

応 待

』　 る騰

反響語

独　 語

その他

呼びかけ

命 　名
説　　開

命　令

情緒的
その他
口まね

応　答

情緒的

平均便用
頻数

％

皇皇．8　　　　　28．4

L3，1　　　　3互．6

1L6．6　　　　 40二〇

そ二の他』

男

簾使用　％

　2．0　　　4．8

9．8　　　23．6

3，0 7．2

4．5 lO．8

0．4 1．0

－5．L 互2．3

0．1

2，3

0，2

5．5

1i．6、　　28．O

E．9．　　4．6

0．8 皇．8

平均便用
頻数

3．5

％

女

6．3r

26．3　　　　　47．6

25．5　　　　　46．監F

平均使用
頻数　　　　％

O，8　　　　1．4

2，2　　　　4．0

0，5　　　　0．9

8．9　　　16．1

5。9　　　　夏0．7

3．且　　　　5．6

6．4　　　　n．6

！．5　　　　2．7

0．5　　　　0，9

7．、7　　　、1369

17．3　　　31．3

．0．・i　　　o．2

04　　　　Q8
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　伝達の意図のない言語では、発声を楽しむような独

語、反響語が減少し、独語の中に分類した、動作や遊び

に伴なって発亥、る擬声が大きな割倉脅毒苑ているo

　伝達の意図をもっ言語では、命令、1呼びカ）けなξ、子

どもの要求と結びついたものが多く・ほとんどの場合・

眼前の事象を介して、こと峠が使用ざ塾ている。物の名

を学習していくうえで、重要な役割をもつと考えられる

命名、指示o機能をもつことばはこの時期から増加がみ

られる。また、 亦物の命名から一歩すすんで、アッチイ

ッタ、 ババノ（卑筆をさして）、アカチ盤ンノダ（小さく

できたシャボソ玉をみて）、など説明的な叙述が僅かに

みられる。

　一方、ことばの意味理解がすすみ、周囲の人々の話し

かけ莚ことぱで応じる態度があらわれてきて、眼前のも

のを介して親から子へ、子から親へという簡単な会話が

成立する。しカ」し、絵本や玩具を示して働きかけセも全

く無視して応じない場面も多い。応答内容嫉周屈から

φ毒しか磁こハイ、ウンと応じる豚力削隅前砂物を指示

喀「即まな』にJと寧脚廻嫡も 鰍答
界燭 揖抑要就応咋，塒⑳塵ε嘩ま’
ねる口まねなどがある5‘部に、’r昨日薮どこいったの」

　「この間ヤマと何にのづたの」’など眼前め凄禦から離れ

ての会護声可能になっているものがある。

、』
ミ）．r2才母

、．

　第5表に示したように㌔使用語数の著しい増加がみら

れるが、まだ一般には逓胴しにくいことぱが多い。理解

不可能な言語の中には、構音能力が不充分なも卑久〉豚か、

ウーウーゴンゴソ（汽車）二昌一昌轟一（ヘビ）エーッ

サッサ（郵便や）など・その子ども独特の擬声語、擬態

語がある。

　ことばの習得期で、特に物の名奪覚える時期礁あるた

，、めか～おとなから積極的な働きかけが多く、絵本、玩具

を提示しながら、子どもに話させようとずる意図が強

い。したがって、相手のことばに対し応待することばの

割合が各発達段階を通じて最も多くなっている。特に、

第5表　聞き七の理解度からみた2才児のことぱ　

男 1 女

理解度
平均使用
頻数

％1　平均使用　頻数　　　％
寒曾昨龍h。5．6
　　　　　　ロ
1理解不可能　　13，7

r部理解可能　　　6．2

84．L

io．9

4，9

84，2　　ε4．7－

lO，8　　夏0．9

4．4　　　4，4

第晦機能取みだ2』才児φこδま1
、

．男 』女

伝達の機能 雛使用∴％ 平均使用
頻数

％　平均使用
　　頻数

％　平均使用
　　頻数

％

反響語 2．0 1．6 50p喬．・、’ 　0，6

無意図　　独　　語 22．3 里7．8 16，0 12，8・ 9，8 9，9 7．3 7．3

．1、晴緒的 4．3、 3．4　　“ L9　　　 ．1、9

呼びかけ 1，8　　　　1．4

11．6　　　　9．2

13．1　　　10．4

’9，0　　　　7．2

』2．・累 2．7

命　名

　　　　説、　明
表 一現 39．6

皇5・9　烈劔

3L．6 34．O 34．2

7． 氏 7．4

命　令 2，貧 2．8

質、r問 2．2 互．8 2， 3 2．3

そ・1の他 1．9 1，6 2』9‘　　　、墨2壽9

P　r　．’

，　一』

応弘持

直1まね

　63．6　　　50．7

6．4　　　　5．！

55，6　　　55．9

6．8　　　　6，8
．　 一　庵三”答

49，0　’，39，0 ，39・6　　蔓9．8

命丁　令 2．L　　　　　L，7 ・1．b　　　1．0

侮緒 的
1』

』2　’一1』8 ，鱒　嘱δ
そ，の他

3．9　　　　3．1
三1蚕・参　　　4．2
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おとなからの質問に対し、応答することが多く、なづてい

る。もちろん、絵本をみるなどの遊びの中で、子ども側

から自発的な話しかけもみられ“その頻度は増加 してい

るが、 会話のきづかけはおとなの働きかけによって誘潮

されている こ とが多い。

　第6表のように、伝達の意図をもたない書語の割合は

’前の時期と比べあまり変化はない。　　　　』 陀

　伝達の意図をもつ・ことばでは、命令・・命名などが多い

．が、・この他に、 ハヤイ、ブーブパンク、 コレオγナジな

ど・ 説明め機能をもづた言語活動が増加しており・質問

が表われはヒめて、眼前の事象から離れてもことばが使

．用されている。

　表現のしふたも、ママヤッテ、ミルクチョ訟ダイ（命

一令）オブノンデル』 説明）ナニシテルノ（質問）のよう

々こ、主語と述語からなる文り形式の表現が表われて、伝

趣内容が明瞭になってきている占

　周囲からの雷語的な働きかけに対し、ことぱで応じる

：態度は、さらに積極的になり、 よく応答しているpおと

なからの質問は眼前の蛮物に対して「これなk」 「……

はどこ」 というも のが多いがこのほか‘』何作るの、、誰と

行くのぢどうやってするの、何色、 いくつあるのなど、・

種々な形式の問いに応答しており、おとなかち子ども

ぺ、子どもからおとなへ対話する機会が多くならてい

る6また、自我の発達に伴なって｛．相手の働きかけに対

し、イヤ、ダメなどの情緒的な反応も増加している。一

　4）　2才6カ・月児

　理解不可能な言語が減少しており、一般的に通用する

形式のことばが使用されていることがわかる。（第7表）

　録音場面では遊びに自発的な行動が多くなり、 母親相

手のごっこ遊び、・絵本をみるなどの場面でも 自発的な会

話が活発になっている。　、

第7表． 聞きての理解度からみた2才6か月児のことば

男 女

　　　　　　　 平均使用
理解度　　　　　頻数・

　理解可能 129，2

　理解不可能　　O』8
　叫部理解可能　　　L3

％

98．4
．0．6

1，0

平均使用
頻数

no．4
　1，L

O．5

％

98． 6

艮．0

0，4

第8表　機能別にみた2才6か月児のことば

転達の機能

男 女
平均使用　　　　　％頻数 平均使用　　　％頻数

灘使用　％
平均使用　　　％頻数

無意図

独』．語

34．1　　　26．Q

、　30．7　 　23．4

H．8　　1q、6

n．1　　　　9．9　

情緒的 2，9　　　 2，2 0・2　　03

その他 0．5　　　　0，4 0．5　　　0．4

表　現

呼びかけ

54．7　　 4L．7

5．4　 　　4．夏

48．7　　　43．5

3．0　　　　2．7

命 　名 7．2　　　　5．5 4．0　　　　3．6

説　　明 22，2　　 皇6．9 16，1　　　14，4

主　　張 夏．7　　　　1，3 2．9　　　．2，6

命　　令 6．4　　　　4．9 6．9　　　　6．2

情緒的 1．7　　　　1．3 0．7　　　　0，6

質 　問 8．8　　　　6．7 皇1．8　　　　10，5

そ・の他 1．3　　　　夏．0 3．3　　　　3，0

応 待

口， まね

42．5　　　32，4

5．9　　　　4．5

5皇．5　　　45．9

一蛇1　3． 1　　　2，8

説　　明 12．0　　　　1．5 2，・9　　　　2．6

応 　答 27．3　　　20．8 37．4　　33．4

1
質『『問 1．8　・　　1．4 ｛　擁，2　　　3．8

その他 5．5　’　　4．2
コr）：

も．9　　　3．4

幽
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　伝達の意図のない言骸では≦、再び独語が増加の傾向を

みせているが、内容はユ才ころのものとは異な腹子ど

も自身の行動や意図を・ことばに出していった株・遊びの

状況を叙述 したりす逢など、自分自身に話，しかけながら

行動する傾向が表われており、社会的な伝達の手段とは

ならないが・子どもの思考との結びっきを考えられる言

語が衷われている。

　伝達の意図をもっ言語では引相手からの働きかけに応

じるものよりも・ 子ども側から自発的に表現する言語活

動の割合が増加・してきており、伝達内容も、 1才6か
月・2才で大きな位置をしめた命名が減少して説明が大

きな割合をしめている。テツジマママシ トコクルヨ、キ

ータンコソナイシバイモッテルヨのように多語文での叙

述ができ、眼前の華象から離れても言語的な伝逮が円滑

に行なわれる。また、思考交流に重要な役割をもつ質間

が多くなり、子どもから親へ、 親から子へ、子から親へ

と対話を楽しむことができる．このほか～、ミキチ、ヤンガ

ヒトリデフク ラマシテミル、ママアトデオソモイッテク

ルヨのように自分め行動を主張したり、意図を伝・え た

り、マ々ガイケナイノと他人の行動を批判するなど、自

我の発達、思考の発達を襲づける言語活動が表われてい・

る。．

　応答も前の時期は命名が多かったのに対．し説明的な機

能が強くなりゾ母のいうこ とに対し自己を主張七たり、’・

母からの質問に反問したりするなど積極的な態度がみら，

れる。（第8表）

　5）　3才児

　第1g表に示したよ馴も伝達の意図をもたない言語の・

割合がさらに大きくなり、伝達爾意図をも？わ言語参減

少している6こ劔よ・、子どもの遊びの内容、形式によっ

て規定されている面が強く、子どもの言語活動に対する

母親の態度にも影響される点が大きい。すなわち・；の・

時期琴なると母親は子どもの遊びに積極的に参加するこ

第9表　聞きての理解度からみた3才児のことば

蝋理解，可能

理解不可能
一部理解可能

　　　男　　　　　　、女

平均使用　　　　平均使用
頻数　　％頻数　　　％

113，9　　　98．9

0．⇒　　Q．3

0，8　　0．7

96．4　　　　99．O

O．6　　0．6

0．4　　0．4

第10表　機能別にみた3才児のことば

伝達の機能

無意図

蓑現

応’

独　　語

情緒的

その他

呼びかけ

説　　明

主　　張

命　　令

質　問．

そ．の他

口．まね

説 明

応．　答

質．・　間

惰．緒的

そ．の煙

男

平均使用
頻数 ％

56．5 49．0

28．4 24。6

3Q．3 26．4

平均使用
頻数

％

54，6 47．2

1．7 1．4

O，2 0．E

1．O 0．9

旦4．3 、夏2．4

0．8 0．7

5．2 4．5

4．2 3．6

2．9 2．4

O，7 0．6

1．5 1．3

23．4 20．2

皇．3 1．2

i．5 1，3

1，9 1．8

女

平均使用
頻数

％

25．6 26．3

44．4 45，6

27．6 28」

平均使用
頻数 ％

21，8 22．4

3，2 3．3

、0．6 0．6

5，0 5．1

18．2 18．7

一

3．0 3．L

6．4 6．6

9．8 LO．正

2．0 2．O

2．0 2．L

1．0 正．0

E8．4 18．9

L6 且』6

3．4 3．5

1．Q 1．0

5

ξ

1
『

一19農1一
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とが少なく、■人あそび、友だちあそびが増加してお

り、子どもの発することばにも反応を示すことが少なく

なってい多。 ；のような条件による差もあり、独語が著

しく増加している。特に、男子ではごっこ遊びに伴なっ

ての擬声が大きな割合を占めているが、一方、遊びの中

で自問自答したり・遊びの状況を説明したりするなど・

子どもの思考力、空想力と関連した独語が増加してい

る。

　伝達の意図をもつ言語は、前の時期と同様、説明、質

問が多く、説明は主語、目的語、述語を含む叙述が増加

している。母親からの質問に対しても説明的な叙述表現

が多くなり、　「どうして」の問に理由を説明できるよう

になっているもの、一づの話題から次々と連想して会話
する』 のなどがあり、日常生活での言語的伝達にはほと

んど不自由を感じなくなっている。

　なお、前の段階までは母親と子どもとの会話が多く、

母親に促されて観察者に話しかけるものはあったが、こ

の時期では子ども側から観察者に話しかけるような積極

的な態度もみられた。

　2．発達的考察

　聞き手が理解不可能な言語は、第工工表に示したように

1才6か月、2才に多い。これは、子ども自身の構音能

力の未発達ということのほかに、二ことばを習得する過程

で、その初期においては、子どもの発した哺語的な音

や、社会的には通用しない形式のことばでも、周囲のお

となたちがことばとして≧りあげ、子ξもに向かって使

用することにより相互の伝達を図ろうとするためであろ

う。2才6か月では理解不可能な言語は著しく減少して

一般的に通用することぱを使用するようになっている。

　相手に伝達の童図をもたない言語の割合は 1才が最も

多く、1才6か月、2才と減少するが以後再び増加する

．傾向をみせている。（第12表）

　1才ではおとなのことぱを即時的g機械的に模倣する

反響語の割合が多く、これは1才6か月以後は急激に減

少し、これに変わって独語が発達に従って増加してい

る。

　独語

　独語の中に分類してあるブーブー、ガタソガタソな

ど遊びに伴なって発せられ多擬声は、休止により区分し

てその頻度を数えたが、・文形式の独語と異なり、 数量的

な表示がむずかしいうえに、遊びの内容により影響され

る面が大きいのでこれを除外して独譜の出現をみると、

第13表のようになる。年令がすすむにしたがって独語の

内容も変化をみせ、1才、1才6か月では要求などの目

的で発語したあと反覆してそのことばを発している場合

が多く、また、1才6か月、2才では物をもてあそびな

がち対応的にその名をっぶやき、2才6か月では数を唱

えたり、リズムに合わせ、文をくり返したりするなど言

語化を楽しみながらことばの学習を助けるような独語が

みられる6

第11表　聞き手の理解度からみた言語発達

　　　　　年令．ぎての　理解度

1　　；　　O　　　　　　　亘　　；　　6　　　　　　　2　　；　　0　　　　　　　2　　，　　6　　　　　　　3　　，　　0

頻数 頻数平腋用％平均棚％麹使用％雛使用％叢麹鯛％

理解可能な言藷

解不可能な言語

部理解可能な言語

63　　91，3

．7　　　8．8

41、～　85，1、

，3　　13．0

．9　　　1．9

94r9　84．4

2．3●　！O，9

．3　　　4，7

n9．8　　98．5

i．O、　　O．8

．9　　　0．7

106・0、99・0

．5　　　0．4

．6　　　0．6

第12表　伝津の意図のない言語

　　　　年　令
能

1　　；　　O　　・　　　　　星 　；　　6　　　　　　　2　　；　　0　　 　　　　　2・　；　　6　　　　　　　3　　；　　0

頻数　　　彩 頻数 ．　　％
平均出現　　　　平均出現　　　　平均出現　　　　平均出現　　　　平均出現　　　　　　　　　　　　頻数

％　頻数．　　％　頻数　　　　％

無憲図
反　　響　　語・

独　　　　　語

構　　緒　　的

　5．3　71．1『

3．夏　4旦．6

2．2　　28．9

0．05　0．7

7、ブ　15．8

．4　　　2．9

．O　　I2．4

．＄　　0．5

16．．ビ　14。3

．3　　　1．2

．7　　10．3

1　　2．8

22．9　18．9

．5　　　0．4

0．9　　17．2

．6　　　【．3

42，5　　39．6

0．4　 　0．3

9。7　　37．1

2．4　　　2．2
三　　　　プ

機能
年令　　　1　10
　　　　鞭出現％

　　星 1

平均出現
頻数

6　　　　　2　；

％姦畷
0　　　　　2一；　6

％灘卑現％

㌣ 三95r
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㌔・・　‘ぐ 第13表独 　・語

㌔
｝．1モ年、令』

1・・

…0・
1 一6 2．　，　 0　、　　　　2，、．2． 』6　　　　　3　　　　0

出現頻数1ゾ％　出現頻数．、 ％　出現頻数．い％・ 出現頻数 、％1出現頻数　　％

・発音「を 楽’しむ

』遊凶と伴なう』かけ声

物と対応的に
・遊びの 状況説朋
自分Φ行動意図を許

　　　　い．う
・そこに起った

　できごとをいう

自分自身の会話
自　問　自　答
そ 一ク）r他

』 1』一 計一 ；

’擬　　 声

30　・r 』97」0

1』’1

》310

311

12
イ

亙夏 』　「57P9　 ’6　 13．3f

・20 、　 　一1駄皇

1　rO．3
”151　　 4．0

』5　　、26，3　’ 　68　　　37．8 　r、771　　20．4㌧

3　』夏5．8

一皇9

LO夏

25　　13，9

‘43　　　・23．9

8 』4．4』

5　　2，8
3　　1．7

’2　　1．2ド
1i80

53

35　　9．3

1112　　　29．6

46” 　
1212

26
　6．9

15　　4．0，

51　旦3．5
378

40

”11　　　 4，4

　　2，0
38　　L5．i

120　　8．0

52　』20．7

22　　8，81

60　 23．9

43　 17．2

25里

186

第、14表　伝達の意図を、もっ言語

年令
r 1；＝』or r　l 6 2　＝

10
2『 6㌧ 一8㍉乙・o

一レ

機4能 膿堺，吻 叢甲現％ 羅現”露 灘堺 露臓出現、彩、

．表11、 r現叫・ α9ゴ」lL4 19．7・て；、40．7 i36．8 132．7、 51．7、42，5 35』6ヤ 33．3

呼　び　か　け 0．2　　　2．7 6．0『 i2．2　 ・2β 2壁0、 　4∋2く 　3、5　　1　2．β1 1』　2．5　・

命　　　　名 Q．2　　　2．7 5．2　　10．7 13．8　　12．2 5．6　　　4．6 0，8　　　0，8

説　　　　　明 L．8　　　3．6 互0β 9．1＿珍． 1・、15一ク 1皇6ほ＝ く　L5．0

連　　　想 O．里　　0，1 0．5　　　0．5

主　　　　張 2．3　　1．9 1．8　　　1壁7

ぐ ．批　　　　　評 、“

い　
0． 4　『0．3 軌5・』 吋』二

命　　　　令 0．5』 』1『 6．0’ 5．8　　11．9 5．9 　5．2 6．7　 　5．5
　『　－　　
5．7　　　5．3　

』ぐヤ情　 　　緒
♪　1「

Ol8・・　1．5 O．gl　住8 ！よ2・　1♂0・ roi2L 一lbl8

．、』質　　　　問 ρ」 　α2 2．3　　　2，0 10．3　　8．5r． 』6，7’ン叉』φゆ

そ　　の　　他

　　　　明
』－’

α2　　住3． 0，2 　　0」
津里．3　　　皇．皇

1．4　　　1』2

．5　　　0．4
．L・ ＝．」 （ 11｝憩「レ

0．3　　　0，3

応　　　待 1．3　　17．4 21．1　　43．5 59．6　　53．0 47，0　　38．6 29．0　　27．1

口　　ま　　ね O．2　　　2．7 5．0　　互O．3 6．6　　　5」9
4』1 ・1ジ・㌧3ぎプ

7　へ　　　 ■ト

レ」蛭3・こ　1，2

L 命　、　　名、 ．O甲1　　　1．3 1．2　　　1．0．、 ．O．4　　　0．3　　　r　、 0，5　　 O，4

　説』…L＝．，、・ 　明》1ガF暴蓉

110』i』12．8
P

』’
114．51』ノ29．9

鯉』 ’漁9
4．31．．。39．4

2，5，、．，2，0

嵐』～6・6

』1甲3偏1．2　　’ナ1　侮二21，1　　19．7

。，〔1ε質晦・鴨　命　　　　令

！∫！90．σ5　　0．7「

0㌦2　　　0．．3　　　1　1’　’一ri　　　　L－0．1　　0．211一 1～3　　1・ヌ、・篤　　　一』i．6　　1．4

3ρ←　2・5

』ぎ　　0．6

15、白、1監4擁　唖

レ書、

～5　　0簿

。・・1主ト『’　張 夏ピ3・　　1ゆ 、O．6　［『・O．6

∴’情マ．1．； 緒∵． 夏．O・・　2．L』 3‘1　　2，β 1．5・τ　1’2　　　1、・一 2．4　 ；［2．2

そ　　の　　他　　　　　F
』、　　　　［，

0．3　　　0，5 0．6　　　0．5 o．9 o．7

一哩
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一



望月他：幼児り冨語発達殖関すう研炎

第｛5表 命r令 来rr

．年令』
1ご；　0 1　3

6　　L　21　1 0㌧ ご［ 　1 6 3 IO∴

出現繊，％ 出現頻数 ％』出現疲教 ％』 出親数須　％ 出現頻数』％1

樹，　象．：諮
動　　（副） 　詞
呼びかけ十零蓼語

呼びかけ十要求語

対象語＋要求語
呼びかけ＋対象
　　　　　＋要求語

理由をのべて要求

禁

許

威

止

容

赫

計

9　　100，0　　　1、88

　　　　　　　19

　　　　　　　 2
　　　　　　　1

　　　　　　　5

76．O

艮6．3

1．7

0，9

4．3

68　　　46三〇 　　　　16 ・　　 10，8

25、　　L6．9　　　　 32　　　21．．6

1　　　0．、7、　　　　3　　　　2．O

　　　　　　ノ　げ7　　　　4．7　　　　　K6　　　10．8

32　　 2L，6　　　　35・　23．6

2 【．3、　　、 L4
　　9P5

1　　0．7

5…　　7－4

26 　38．2

8　　1L8
真6　　23．5

5　　　7，3

3 　　　4．4』

里　　0．9 8”5．4
5　　　3．4

’24　　16，2

　3　　2．0

　4　　　2．7

4　　　5．9

夏一　　皇．5

9 H6 皇48 148・
68

㌧2才、2才6か月では自分の行動や意図 をことばに出

していったり、2才6か月、3才ではそこに起こらたで

きごとについて叙述したり｝3才では空想力を働かせな

がら遊びの状況を叙述したり、自問自答する などの独語

が目立っている。このような独語は、1自己中心的な言語

ではあるが、子どもの思考と強い関連をもっており、遊

びを発展させる働きをもつものである。

　相手に表現。伝達の意図をもつ言語、および相手から

の話しかけに応待する言語の割合は発達により一定の傾

向をみることはできなかっ．た。これは、録音場面の条件

を一定に保つことが困難であって、母親により、 また場

面に参加した家族の多少によっても、子どもへの働きか

けかた、子どものことばのうけとめかたにかなり差がみ

られることも一因となるであろう。しかし、1才、1才

6か月、2才の段階までは子ども側からの自発的な発語

に比し、相手からの働きかけに応待することぱが多いの

に対し、2才6か月、3才の段階では逆に自発的な発語

の割合が増加しており、発達にしたがって、より積極的

な言語活動が可能になることを示している。（第14表）

　相手に対し子ども側から自発的に表現・伝達しようと

する意図をもつ言語は、1才、1才6か月では命令、呼

びかけカミ多、く、　1才6か月、　2才では命名が増力口し、　2

才以後は説明が、2才か6月以後は質問がそれぞれ増加

をみせている。

　命令

　伝達の機龍をもつ言語活動として命令は最も早期に表

われて いる。命令の機能をもつことばの発達をみると、

第15表のように、初期は要求の対象となる可r物の名をい

う形式歩多いが、これ曝 2才以後次第に減少していき、

っレ＞で要求語とし て、 動詞、副詞の使用が始まる。「1才

6か肛は㌔逮イ～君ナ磁ど力斗使わ枢瞬で
1も ミテ・ト1 テげ物ヨソデなど・鯛デ醐（テ〉
の形式の表現が多＜～ 2才6か月では意志、願望の助動

詞の使用がみられて、要求表現が巧みにな6でいる。オ

ウチツクッテのように対象語と要求語が結びついた形

式、パパトッテチョーダイのように呼びかけと要求語が

結びついた形式の表現は・1才6か月以後にあらわれて、』

発達にしたがって増加している。命令の形として一応完

成したとみられる、呼びかけ、対象語も要求語の結びつ

きは2才以後にみられ、3才では理由を説開して命令す

るものが表われている。シテハイケナイVキチャダメを

どの禁止は2才6か月段階に最も多く、自我の発達との

関連を考えることができる。

　命名（指示）

　事物を指示しながらその名をい』う・命名の機能をもつ

ことばは、子どもが物の名を習得する1才6か月、2才

の段階で多、くあらわれている。この機能は、子ども側か

ら自発的に表現されることもあるが、母親からの働きか・

けで促されることが多く、一でこれな一に■の質問の応答

としてあらわ鵜る頻度が高い。眼飾の事象を介して言語・

的伝達が行なわれる段階に多いが、眼前の蛮激から離れ

て会話が行なわれるよろになるにしたがい減少 してい

る。

　説明

翻の機能をもつことばは1才6か月力’ら使用さ、構

めている◇ボールがころがって行ったのをみて、アッチ・

・一 97一
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イッチャッタのように眼前の瑛象に対する簡単な叙述的

衷現や、大キイ、ジョウズ、アブナイなど一語文による

状態の表現があ苓。2才になると主語∋、述語からなる文

’形式の叙述表現が自立って増加じており、ボー下ノッタ、

キャラメルタベチャッタ、ハガイタイぢオクツオカシイ、

コレオンナジ、ニュー』ユーコワイ、ココニハイ：ッチャ

ウなど、過去、完了、感覚、批評、比軌情動、意図な

どにっいて、眼前の礁象から離れても伝達することが可

能になっている。2才6か月以後では、一ヒデチャソガブ

ランコノッテソノ、オ晶イチャ ンノクレヨγ12シ3クダ
ヨのような多語文や、ミカオオキクナッタラヨメルナの

ような被文があらわ牲ており、さら比果体的な、詳細な

叙述衷現による言語的伝達が可能になっている。

　質問

　質問は対人関係における言語舶伝達のなかで最も積極

的な形式のものであり、思考交流のため重要な役割をも

つも死）であ為。したがって、質問参あらわれる．というこ

とは、子どものことばの弗達にとらて夫きな指繧となる

こ孝がら碗と考えられる・ 第脚；示しだよ 弧
騨瞬式撮初嘩われてい趣ま1才6朔であっ
て・干螺ウシ？なξのきき逸や露あカミ、りの俘

　　　第16衷質問の形式

轟ドミ11．．藤6、

トネーションで、コレハ？、ガ』ガ？どいう形であらわ

れている。しかし・第17表に示し孝ように・おとなの積

極的縞答を求めているものは働ゆ回だけである。

この揚合も母親から再び反問されて子どもが応答してお

り、疑問代名詞ナ昌？の使用もきき返しにすぎず、いず

れも質問の形式になっているが、箭報獲得のための手段

とはいえない。したがって真の質聞とはいい難いが～こ

とばを介しての対人交渉の深まりを示すものであろう。

　2才段階での質問は語尾の拗揚をあげて、イソトネー

ションで質問を表わす形式のものが最も多いが、疑問詞

の使用が増加しはじめる。最も使用頻度が商いものは、

．物ゐ名を尋ねる「コレナ晶？」セあり、　ドレ？、　ドコ？

ダレ？がこれについでいる。この時期の質問には情報獲

得の手段としての質問のほかに、親の支持や同意などの

反応を求めるものが多い。

　2才6か月段階では、　「コレナニ？」のほか、ドコ？

ド 7ヂ？など場所をき硫た、ワ、摺示を求めた’りする輿問

が物しており・ 遊びの癖で．rマ レイクラ？」 などが

僅用されている。

　3才では独語での質問が増加し、質問をなげかけては

いるが必ずしも相手の応答は求めぞおらず・子ども自身

き　　き　返　　し

・語尾の抑揚をあげる

疑問助詞の使用

疑間飼の使用
’疑・

問
詞
の
内
容

場

状

物

人

』量

所

態

計

一4

3

1

50，0

37，5

12．5

ト　　100．0

一
r、

8

2　，　0

出現頻数 ％

夏夏

42

6
24

13．2

50．6

　7．2

28．9

18

4

2

75．O

L6．7

8，3

83

2　，　6

出現頻数 ％

46

169

32

87

13．8

50．6

9．6

26．0

49　　　56．3
22　　　　．25．．3

r7、　　　8P 星

1　　　　112、

8　　　　9．2

334

3　，　0

出現須数 ％

13

44

5夏

37

9．0

30，4

35，11

、25、6

・16　　　43．2

16　　　43，2・

4　 　　　　10i、8．

1　　　　257

i45へ

、、第17表　質問の種類、
’ ‘

質問の種類

、窪令．

き　　き　返　　し

同　意　求　め
質　　　　・馬澗；、

独．　　　　　語

皇　，　6

出現頻数 ％

5
1

2

62．5

12．5

25．・O

2　7　0

出現頻数 ％

1正

22

44

6

　耽3．2

39i5

53．0．
‘

　7、2．

2　・、 6

出現頻数 ％

㌧ 3
・　0

出現頻歎・　％

髪崖．ll烹、

一198一
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第18表応答の内容

年令
1　ン　0 正　，　6 2　，　0 2　　，　6 3　，　0

応答内容
平均出現
1頻数 ％雛畷％ 平均出現　　％

頻数
平均出現
頻数

　　平均出現
％　頻数　　　％

あ　い　ず　　ち

口　　　ま　　　ね

命　　　　　　名

説　　　　　　　明

そ　　　の　　　他

不　　　　　　　明

0．3　　3正．6

O．7　　68．4

3．5

0．2

9．L

1，7

0，05

0，05

23．9

亙．0

62．6

11．8

0，3

0。3

、11．0　　　　24，7

　1，9　　　4，3

20二9　　　　47．2

10，0　　　　22．5

o．6 1．4

11，2　　34，5

1．7．　　5．3

7．9　　2系，4

11．4　　　　35．3

Q，2　　　0．5

0，05　　　0．2

7．8　　37，L

l，3　　　6，0

3，L　　14．7

8．6　　41，0

0，3　　　1，2

　の思考内容の言語化という形のものがあらわれている。

　これに伴なって疑問の助詞カナの使用が目立っている。

　　応待

　　言語的な応待は、母親の質問によって促される応答の

　割合が各年令段階を通じて最も多く、・特に、1才6か月

　から2才6か月にかけて多い。このほか、母親の要求に

　したがって親のことばを模倣す多口まねは1才6か月・

・2才に多い。（第14表）

　　応答の内容は、母親の質間の形式と関連しているが、

　第18表軌こ示したように・自発的な言語活動の場合と同様

　に発達にしたがい命名から説開へ移行している。

　　3．　こどもの言語活動に対する親の態度

　　こどものことばの発達に伴なって、応待するおとなの

　言語的な態度に変化がみられることは経験的に認められ

　ることであるが、この変化を具体的に把握したいと考え

　て・試みに・調査対象児の中から言語活動の面で平均的

　な発達を示している子どもを各年令段階から1名選び出

　し、親り態度を分析レた。

　　母親側からの言語的な働きかけを、質問、要求、その

他、応答に分類して・その頻度およびそれぞれの占める

　割合を養たが・母親からの働きかけの度合・応答の度合・

　は、親のバーソナリティ 一や｛遊びの場面によらで非常

　に差が大きいようであった。（第1図）、

　　〔工才児N．も．の場合〕　　こっちお吟で、ちょうだ

　い、これあげる、いけません、バイバイなど、子どもに

　鋤作での反応を要求する言語的な働きカ）、けが多く、質問

　がこれについでいる。質問には、「これなに」、「どこい

　くの」、「それ誰の」などがあり反覆して働きかけられて

　いるが、子どもの発達のレベルからみても必ずしも言語

　的な応答を期待しているわけではなく、また、子ども側

　から有意味語的な応答があったのは僅か比1度だけであ

　る。しか し、応答のない場合も、語しかけに対して哺語

　的な発声での反応がみられう尋とが多く、子ξもの応答

的な発声を促すとともに、ごとばを介して相互交渉をも

【　r

っ手段となっている。

　応答の場合も、成人相互の談話の揚合とはまったく性

質が異なり、自然の応答の中に教育的な意味あいが強

い。すなわち、子どもの非言語的な行為や、哺語的発声

に対しても、「ないないしょうね」、「こわれちゃったよ」

，「ありがとう」など即応的に、積極的な応答を与えてお

り、哺語的発声のプーに対しても、　「ぶ一ぶいっちゃっ

た」、「のりちゃんのぶ一ぶは？」、のように有意味的に

とりあげ反覆して応じている。僅かに表われている有意

味語にっいては、子どものことばをそのままくり返し模

倣応答をしている。

　これらのことから、この段階での親の態度には、賞譜

め理解をすすめ、有意味的な発声を促すとともに、子ど

もの発声を有意味譜として位置づけようとする傾向がみ

られる。

　〔1才6か月児丁．K．の場合〕　ことばを覚えはじめ語

彙が増加していく時期にあるため、母親は玩具や絵本を

示して箪閃により働き商けて子どもの発語を促レ・子ど

もの発したことぱに対しては積極的に応答しこれを受け

とめている。質問は「これなに」という形式が多く、他

に「どうして」、「どうするの」などがあるが、享分にコ

’ミ畠ニケートしている とはいえなゼ。

　子どもの発藷に対し応答した割合は76％であり、高率

を示している。特に、子ども側からの自発的な発藷に対

してはすべて応答している。

　応答の内容は、子どものことばをそのままくり返す模

倣応答が最も多く、他に、「ア歩ブ」に対し「アトム」、

　「メーン」を「山羊さん」、「トット」を「金魚さん」の

1ように子どもの発音やことぱを修正してくり返す修正模

倣や、rブラソコ」に対し、rブラγコね。ブラソコゆれ

る。ブラソコいったのね」など文中に入れ反覆して，くり

返すとか、「アッチ」に対し、「おん もいくのね上と子ど

もの二とばの意味を拡大して反応するなど、子 ども碕発

語を促し・語彙を拡大しようとする態度がみられる5
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　〔2才児丁．M．の場合〕　母親からの質問がさらに多く

なり、質問により発語を促している。質問にょって誘い

出された子どもの応答に対してほあヤ・ずち、模倣などで

応じ淀いるため応答の細舎の増加がみられる。

　遊びは絵本場面であって、母親が絵をさして「これな

に」と質問していることが多いが、「パバはどこいった」

「何してるの」　「どうして」などの眼前の事象から離れ

た質問もあるじ

　子どもの発語に対する母親の応答率は57％であるが、

この揚合も子どもから自発的に発せられたことばに対し

てはことごとく応答している。応答り内容は、うん、そ

うなどのあいずちと模倣が最も多く、一1「メソメ⊥に対し

「めがね」のように幼児語に対し成人語で修正模倣した

り、「ビョンビゴン」に対し「ビョソビョシだうごして」、

「オジチャソ」に対し「おじちゃんもいづし「 に」のよ

うに子どものことばに語を補充し七模倣する拡充模倣も

みられ、語彙を拡大するとともに、子どもの言藷活動を

語から文へひきあげようとする態度がみられる。

　〔2才・6が月児K．T．の場合〕母親の言語的な働きか

けでは要求が増加しゾ応答が減少し更いる。 これは遊び

の場面がごっこ遊びであり、母親が子どもの遊びをり』

ドしているため場面の違いによるものそあろう。

　母親がらの質問は眼前の事象から一離れたものが多く、

「い？羅遊ぶ」砲の歌熔照」賀，吻ビで何
をみるの」などがある。

　子どもの発語に対する母親の応答率は44％に減少して

いるが、子ども側がら自発的に表現されたことばに対し

ては、ほとんどの揚合積極的な応答を与えており、 僅か

に「ママ赤シトデアソビタイ』などぞの場面オ受け入れ

　　　　　　　　　　　　　　　『　　’

第1図母親の言語的な働きがけ’ ～“

　N．S，α：0｝　　園設

雌騨22，‘％　　　　翼3a

　　T．K．（聖r6）

応袴34，L％　　　　120

T．M．‘3＝0》　　　、

27ε

　KT，（2＝6）．

燃25・8％　 民55

、琳2L¢％1

、T，S．〔3‘O》

37

にくし・要求を無視しているにすぎない。

　応答の内容は模倣、拡充模倣があるが、「マづモヤ夢

テ」に「はいやりまし≧」、「モウイッバイ ダヨ」 「いつ

ぱいの時はこの上にやるのね」、「ナィヨ」「ある’わま、

これでしょ」「ミッツデス」「きいたんみつら1なの、 おか、

しいわね」など・積極的な応答をして、子どもの伝達内

容の誤りを訂正したり、内容が充分でない場合に反問な

どでさらに促す傾向がみられる。べ1　心』r』 」 ∵』・

　亡3才児丁・S．め場合〕・子どもは絶えずし嬉べりなが

ら一入遊びをしているが、相手に話しかける‘どいうよめ

も言語化を楽しんでいる様子が強い。11母親は子どもFから

rオカアチャソミテ」rコレナ」二」 など婁余φ質問め

　　　　　　　　［
一第19表』 母親の応答・

応答内容

』 対象児
N』S　『　、T．K．
（【、lo）！　　（u6）

T．　M．
（210）

K．　T．
（2；6）

徹　s，1
（310〉

あパい一ず ち

一模
・… 　　　倣r一

3　10．0％』 　3

4　　「艮3．3　　　　18

7，3％　　45

44，0　　　46

31．8％i82・．・％　3ゴ丘瑠
32．4　　　　　　8　　　20．O　　　　　　 4　　’』22’2

，修正、 噛　　語
　　　一発　　　膏
模倣

こヒとぱ

6　　20．0

　　　「 　　　㌧4 　　9．8

　　　・　く　　 2　　4．9

17　　4．づ

9　　　6．4

拡 充 模 倣

　　　　　　　間
そ　　　の　　　他

応」答ノぐ合「計

2　　，6レ7、

玉5　　50．0

30

、3 　7．3

4　　 9．8

7－　17．1
41

13．　　9．2　　　　4

　7　　　4，9　　　　9．

！5』 　10．61　　　11

142　　　　　　　　40

・10ρ∫

22臥．、 露 r解β、ビ

27．5　　　　　　6』’　　＄3，3

　　　　r
18二■

ゴ子ξも の、発語寧鄭〔しト

応 答．．～率．「，

8
〆　』』3！・』 rン

　 　’■＝い　5■

・　 54、

6％
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あった時には応答するが、子どもの発語について、いち

いち反応を示す；とはな．く、応答率は玲％の低率奪示 し

ている。

　応答は、子どもの；とばを疑問調で模鱈したり、積極

的に質問を返して反問すること炉多い。1

　質間、要求、応答など母親からの、すべての働きかけ

が少なくなって、子どもの言語活動に対する教育的な態

度が減少している。

　それぞれの母親の言語的な働きかけの割合、および応

答内容を衷示すると第1図、第19表のとおりである。

　なお、子どもの書語的伝達の意図と文の長さの関係を

みたのが、第20表である。衷にみられる ように、r子ども

の書語活動を伝達の意図がない場合、自発的に表現、伝

達しようとする意図のある場合、相手のことばに応待す

る場合にわけてみると、自発的に表現しようとする意図

のある場合に最も畏い文を話し・相手からの話しかけに

応待する場合には文め構成が短かくなっており、これ

は、各年令段階を通して共通した傾向である。このこと

からみて、子どものごとばの指導には、 rおとなから働き

かけて応答させるよりも自発的に話そうとする意図を強

めていぐことが重要なこととなろう。

第20表　伝達の意図と文の長さ

伝達の意図

年令

無　　意　　図

表

応

現

待

重；0 　皇；6　2；0　2；6　3；0

1，0

1．O

L，06 夏．50 2．24

1．12 L聾71 2．79

．2．78

3，22

LO い・0肌221・94 1・79

（文の長さは1文を構成する韻詞数であらわす）

要 約

　1） 1才、1才6か屑》 2才、2才6か月の幼児各20

名と3才の幼児11名について、録音による方法を用い誉

誰発達の状況を対人関係における伝達機能から調ぺた。

　2）二、みオで礪雷語にホる伝逮機能越極めズ不充分であ

り、反響語、独語の割合が大きい。

　3）　1才6か月では眼前の礁象を介して、命令、命名

の機能をもった自発的な言語活動および相手からの話し

かけに対する命名による応答が可能になる。

　4）　2才では命令、命名のほか叙述表現による説明が

可能になり、眼前の琳象から離れて冒語的伝達が行なわ

れるQ
　5）　2才6か月では自発的な表現1伝達の意図をもつ

曾譲の割合が増加し、伝達内容では命名が減少し・これ

に変わって説明、質問の増加がみられ、書語活動の積極

化がみられる。

　6） 3才では独藷の割合が増加して、子どもの思考内

容の言語化がみられる。

　7）　相手に伝達ゐ意函をもたない自己中心的言語の割

合は1才に多く次第に減少するが2才6か月以後再び増

加している。1才に多い反響語に変わり1才6か月以後

は発達にしたがって独語が増加する傾向を示しており・

内容も初期の発音を楽しむ形のものから語の学習や思考

を助けるものに移行している。

　8）　自発的な表現意図をもつ言語は、応待する言籍と

くらべ2才6か月以後はその割合が増加している。

rO）相手の話しかけに応待する雷語活動でほ質問に答

える応答が各年令段階一を通じ壷も多い。

10） 子どもに対する母親の言語的な働きかけは、母親

のバーソナリティーや遊びの種類によって大きな差があ

るが、’子どもの年令が低いほど子どもの発語に対して積

極的な応答をする傾向がみられる。

・11〉母親の応答には自然の中に発音やことぱを修正し

たり・語を補充したり・伝達内容の誤りを訂正するなど

教育的な意味あいが強い。
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Study on the DevelOpment of Speech and Language of C~ildren 

Dept 5 Takeko Moehizuki 

Akiko Maruo 

l) Speech and language development of 20 children ranging in age of I : O, I : 6, 2 : O, 2 , 6 

years and of ll children of 3 years old was studied from the standpoipt of cemmunicatory functi,ol) 

in personal relations. 

2) At, the age of I year, comTpunicatory function is imperfect. The rates ef echoic responses 

alld soliloqYy are high. 

3) At the age of one and a half.y~ar, the children show the ability of spon,taneous li,n~uistic 

activity naming and calling upon the adults to do something through: the things they see before 

them and responding to the talker by :naming the things. 

4) At 2 y.ears ef age, childre:} become able to describe and communicate abo, ut t_ he things~hey 

can't s~e bcfore them. 

5) At 2 and a half years qf age, ~po~taneous exp;ession and words with. communicative inten-_ 

tion increase. In place of the naming ac~ivity, such progres~5ed linguistic activitie$ as explaining 

and asking a question increase. 

6) At the age of 3 ypars, ~npre soliloquys appear, indicating the verbalizatien of children's 
th, oug.hts. 

7) Self-centered wards with nonTcommunicative intentlon that appear most at the age of I year 

g~adually d~crease, but increase again after the age of 2 an(r a ~alf years. Soliloquy tends to in-

crease in place cf echoic respo~se after the age of one and a half year as the child develops. Solilo(ju' 

changes from the eayly form of enj,oying. the pronunciatlon to the form of acquiring words and 

dev, eloping thoughts. 

8) Spontaneous speech with communicative intention increase aftcr 2 and a half years of age 

comparing with the respondent speech. 

9) In the_ Iing~is~ic activity of responding to the talker' the activitr of answerin~ a duestion 

appe. ~rs most throughout all sta.g~s of. ,age. 

lO) Linguistic stimuli ~iven tQ the children by the mothers differ greatly according to mother's 

personality and the kinds of play the children chose. The younget the children: th~ more ~c~ivei~ 

the mothers tend to respond to the children's verbalization. ~ <' 
il) In responding to the children, the mothers indicate educative significance, very naturally 

correcting pronunciation, vocabulary, communicated matters and supplying some words 
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